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4.お わ りに
1.は じ め に
ア メリカの会 計士 ス タンス 《MauricH.Stans》は,「会計 の将来」 とい う論
文(1)で,まず,20世 紀の最後の年1999年の会計士年次総会 では 空中船舶の減
価 償却 率や海水か ら金属を取 り出す場合の結合原価 の論争がお こなわれ るであ
ろ うし,つ いで,資 本家,経 営者お よび労働者の利害は資本主義企業の公表報
告 書の正しい作成 を通 じて調整 されねぽならず,そ して,公 表報告書を作成 し
え る高度の資格を もった会計士 の地位は産業の最高経営層へ と進む ことになろ
う,と 指摘 した。 会計 の将来 につ いての このスタンスの考 え方に対 して ソビェ
トの会計学者ベイ ツマン 《H,Be加MaH》は,ス タンス の近代会計観 の基礎 に
セお 第1に,会 計技術の発展 を空想的に把握 して資本主義 と社会主義 とい う社
会制度を無視 し,第2に,公 表報告書の作成に よって資本家に よる剰余価値 の
横領を正当化して搾取=被 搾取 の関係を隠蔽し,第3に,資 本家 と労働者 との
階 級闘争を回避 して資本主義 の現状維持を図ろ うとす る考えがあ る,と して厳
しい批判 をした(2)。
たしかに,ベ イツマンの主張の通 り,今 日,資 本主義の多 くの会計学者は,
近代 会計 とか現代会計 とか呼ばれてい る資本主義会計 の将来 を,資 本主 義会計
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の 資本 家 的 性 格 を無 視 し て,き わ め て 超歴 史的 ・超 体 制 的 に展 望 して い る。 し
か し,社 会 発 展 の法 則 に 従 え ば,資 本主 義 社 会 の も とで生 成 ・発 展 して きた資
本 主義 会 計 は 永 遠 の もの では な く過 渡 的 な もの にす ぎず,新 し い社 会 の 出 現 と
共 に社 会 主 義 会計 が 生 成 ・発 展 して い くこ とに な る。 つ ま り,資 本 主義 会 計 は
社会 主 義 会 計 へ と転 化 す る の であ る{3}。
そ こで,わ れわ れ は,資 本 主 義会 計 で あ った ロシ ア会 計 が 社 会 主 義会 計 と し
て の ソ ビエ ト会 計へ どの よ うに して 転 化 して い った のか を,つ ま り,ロ シ ア会
計 を継 承 しそ れ を い か に改 編 しつ つ,ソ ビエ ト会 計 を 創 出 しそ れ を どの よ うに
形成 してい った か の過 程 を究 明す る こ とに した いば}。
この究 明に は ロシア会 計 史 と ソビエ ト会計 史 につ い て の豊 富 な資 料 が 必 要 で
あ る。 現 在 までの と ころ,こ れ らの 資 料 は科 学 的 分析 に足 りるだ け 揃 って い な
い 。 しか し,最 近,ソ ビエ トの会 計 学 界 では 会 計 史 研 究 を重 視 す る傾 向が み ら
れ㈲,徐 徐 に若 干 の文 献,論 文 が発 表 され つ つ あ る。 これ まで に 知 りえ た 会 計
史 の資 料 と して はつ ぎの もの が あ る。
①H.P.BeVallMaH,OgepKHno6yxranTepcKoMyyqeTyuaHanM3y.1958.
OqepKBTopoth.cTp.27～56.真下満,ソ ピェ ト会 計 の史 的 考察r東 京経
大 学 会誌 』 第41号 。
②M・BenoycoB,M3HcTopvaHcenbcKoxo3月tacTBeHHoroyqeTaBPocc肌
《YgeTHΦHHaHcHBKo刀xo3axHcoBxo3ax》No.3,No.4,1958.松尾
憲 橘,社 会主 義農 業 会 計 の問 題 点 『会 計 』 第77巻3号 。
③A.CYMIIoB,KypcTeoprm6yxranTepcKoroyqeTa.1958.cTp.17～25.
④3.MHxa伽oBa,143vacTopHvaToproBoroyqeTaBPoccHK.《6yxra"Tep-
CKHitygeT》No.5,1962.森川 博,ロ シ ア商業 会 計 史 抄 『現 代 会 計 学 の
課題 』1963.
⑤ 《ByxraaTepcKvaVayqeT》No;10,1967.革命50周 年 記 念 号 。 以 下 の論











⑦ 《Byxra加epcK励yqeT》No・12,1972.ソ 連 邦 建 国50周 年 記 念 号 。


















⑪ 《Byx.raaTepckmbyqeT》No.5,1975.大祖 国 戦 争 勝 利30周 年 記 念 号 。
以 下 の 論 説 と論 文 が あ る。
⑳ 一.(A).、rlφe丑oB朋,YqeTMKoHTpqnb..BcypoBble.roAblBeanKoth









'以 上 の資 料 の うち
,と ・くに,ロ シ ア会 計 と1930年代 初 期 まで の ソビ エ ト会
計 につ い て の史 実 を 通 して,ま ず,革 命 前 の ロシ アに おけ る会計 の制 度,理 論
お よび教 育 が どの よ うな状 態 で あ った か を 考 察 し,つ い で,ソ ビエ ト会 計 の 確
立 期 を 社 会 主 義 会計 理 論 に 基 礎 づけ られ た 統 一 国民 経 済 計 算 制度 が形 成 され た
1930年代 と把 握 してc6),1917年か ら1930年代 初 期 に い た る革 命 後 の ソビ エ ト
会 計 の諸 問題 を 究 明 し,最 後 に,ロ シ ア会計 の継 承 ・改 編 過程=ソ ビエ ト会 計
の 創 出 ・形 成 過 程 の 分 析 か ら若 干 の社 会 主 義 会計 の あ り方 に つ い て の一 般 原 則






ンス批判のヨリ詳細な内容については,拙稿,近 代会計学批判序説 『会計S第75巻4号 を参照。
(3)資本主義から社会主義への移行によって会計の内容 はどの ように変花するのであろ うか。マ
ヵロフ 《B.MaKapoB》とベレウソフ 《M.BeaoycoB》は資本主義会計 と社会主義会計 との相違
点をつ ぎのようにみてい る。 まず,資本主義会計の特徴 として,マカロフとべレウソフは,1)資
本主義企業会計の 目的は利潤創出過程に対する観察である,2)資 本主義のもとでの会計は支配
者階級す なわちブル ジョアジーの利益に奉仕する,3)資 本主義会計は会計によって反映される
過程 の本質を隠蔽す る,4)資 本主義の も と で は単一の申央集中的会計制度は存在 しない,5)



































っている。 「前者の時期 〔1917年から1930年までのこと一森〕 は,国民経済において非社会的
生産の比重がいまだ大きかったのである……この時期の終 りにレーニンが強調した統一国民経済
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計算制度が組織されたのである……この時期には,社 会主義のもとでの計算の死滅あるいは社会




まず,ロ シア会 計の史実を通 して,革 命前 の ロシアの会計制度,会 計理論お
よび会計教育が どの よ うな水 準 ・状態 にあ ったのかをみ てい こう。
〔1〕 ロシアの会計小史:ロ シアにおいて会計 と報告が重視され てきたのは ピ
ョー トル1世(1682～1725年)の時代であ る。会 計 と報告の必要性は,い わゆ る
国家 の収入 と支 出を計 算し,国 家施設を監査す る ことか ら始 ま っ た。1699年
にはそれを専門の仕事 とす る官省 まで設置 され た。そ こでは総収入支 出一覧表
を作成 した。 ピ ョー トル1世 は,国 家 の事業所 と くに軍需工場に も会 計の導入
を図 り,1705年7月29目の勅令で は銃 砲の軍需 品の財産 管理 と現金収支帳 の
採用を兵器庫 に要求 した(1}。
1716年3月,ピ ョ ー トル1世 は記帳を規制す る最初の立法 であ る軍令を公
布 した。 この軍令には第4章 で 「商人帳簿 と記録 についてJが 特別に示 され,
それは簿記記帳 と報 告書作成 につ いての ロシアでの最初の会計法規 とな った。
1722年4月5日には 「海軍工廠 ・造船所職員規程についての勅令」がでて会計
と報告 を一層発展 させた。 この勅令に よって ロシアで最初 に 「簿 記係」の採用
の必要 とその基本任務 が明記 された。 フランス との貿易 の必要を 認 め た1723」
年11月1日 の ピョー トルの決定は フランス語 の上手な簿記係 を採用す る こ と
を推薦 してい る。なお,「海軍工廠 ・造船所職員規程につい ての勅令」では,帳
簿形式 を示 してお り,そ の帳簿には ロシアで最 初に 「バ ランス」,「借方」,「貸
方」,「残高」な る西欧 の会計用語が適用 された{2)。
こうして,18世紀の前半 におい て,ロ シアに お け る会計 と報告の制度は漸
次整備 されてい った。,そレて,こ れ まで ⇔ アにおいて知 られ ていなか った一
時 点で経営上の資産の在高を把握す る方法 であ る貸借対照表の作成が実践に導
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入 され るようにな り,会 計方法 は西欧の形式へ と移行 してい った。
1740年12月15日に公布 さ れ た 「破産者に関す る法 令」 は,貸 借対照表 の
作 成をす べての現存商人に対 して義務づけ,商 業会計に大 きな影響を与 えた。
その後,1763年,1768年お よび1800年にそれぞれ破産者法が制定 され た{3)。
1740年の破産 老法 の意義は,詐 欺破産の結果,債 務者た る ことを ま ぬ が
れ るためには正確な記帳 を根 拠にしなければな らない こ とにな った ζ とであ
る。 しか し,法 令には簿記記帳制度 の明確 な指示がな く,そ の帳簿の数 も定
め られてい な か っ た。1763年の破産者法にな っ て,帳 簿には,(1)自己資
本,(2)金銭 ・商品の負債,(3)商品の負債 分 と資産分 との区分を規定 しジ ま
た,帳 簿は抹消した り,× 印をつけない ような消去や削取 もな く記入す べ き
で あ ることが指示 された。1768年の破産者法では,「商人帳簿の記入につ い
て」 の特別の章が もう け ら れ,商 業会計組織 の問題は改 訂され,18世紀の
ロシア商企業の計 算組織に実践上 の影 響を 与 え た。1800年12月19目の破
産者法 は,年 間1000ルー ブル以上の商取引のある商人には複式簿記に よ る
帳 簿6冊 の記入を義 務づけた。それ に よって,毎 年 あるいは同様の機会には
いつ でも帳簿 を締切 り,営 業状 態を検 出し うるようにした。そ して,そ れ ら
の帳簿には年度初めから,月 日,所 有資本の構成,そ の所属,商 品取引条件
のいかん,現 金か掛買かの区別を記入す ることにな り,全 商業取引を家事特
別費用 と区別 しながら記 入され ることにな った{4}。
複式簿記はその後 ウラルの鉱山工場 に導入 されてい った。 そ こ で は,(1)元
帳,(2)職場長の帳簿,(3)石炭,鉱 石,鋼 な どの各財 の収支帳簿か らなる会計
帳 簿が採用 され た。 さらに,1764年3月5日付の勅令に よ っ て,農 奴労働の
もとでの複雑な生産物原価の決定問題に注意が払われ るようにな った。 と りわ
け,18世紀の60年代 には,工 場主 と農奴労働者 との激 しい闘い のも と で,賃
金計算の意義が高 まった。それ と共 に,生 産 費計算,原 価 の決定そ して管理 の
強 化の諸問題が生れて きた㈲。
こ うして,18世紀には ロシアの簿記会計思考 の発展の歴 史がは じ ま り,こ
の時期 は ロシアにおけ る簿記の確立期であ った といえ る。 しか し,商 業帳簿 の
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確立 は緩慢であ り,簿 記会計 の重要な役割に もかかわ らず その普及の程度は非
常に小 さか った。
1861年の農奴制 の廃 止後,と くに19世紀 の90年代 から ロ シ ア の資本主義
の発展は大 き く前進 した。簿 記は工業や銀行へ も適用 され るようにな り,簿 記
の分化が進 んでい った。
19世紀に は い る とttとりわけ60年代 の税務署の各種の規程 の公布 に応 じ
て,会 計制度 は一層整備 され てい った。 注 目すべ き ことは,純 利潤 とは何か と
い う損益計算上 の根本問題が問われ,1885年1月15日の法令 で純利潤 と は正
し く記帳 された会計帳簿を基礎 に してのみ決定 できる と規定 された⑥。
19世紀 の60年代 には ロシアに私営 銀行が 出現 したが,私 営 銀行に対 し て複
式 簿記に よる会計 と報告 の実 施を義務づけた。す でに存在 していた国立銀行は
当然会 計 と報告は実施 されていた。 そ こで,国 立銀行 と私営銀行は,信 用取引
の拡大 と共に,商 工企簾 に対 して会計制度 の導 入 と確立を一層促進 させ る役割
を果 した。 なぜな らば,銀 行が これ ら企業に信用 を提供す るさい,企 業 か ら貸
借対照表 の提 出を銀 行は条件 としたか らであ る。 このため,商 工企業は複式 簿
記を採用 して会計 と報告の制度 を整備 しなければ ならなか った。銀行 は ロシア
におけ る資本主義的諸関係を一層深化 させつつ,同 時に,会 計 と報告を組織 し
てい くため の先導的 な役割を もつ ことにな った〔%
会計 と報告は家 内工業,中 小企業 においては組織 され なか った。他方,会 計
制度 との関連で,大 企業 は二つ の グループに区別す ることが できた。 一つは,
ロシア資本 と外国資本 との結 合か らなる株式会社であ り,も う一つ は,外 国資
本に よって完全に所有 さ れ て い る企業 である。前者の企業 においては,系 統
的 ・組織的な会計 を実施 し,報 告書が作成 された。 ロシアの税法 は これ ら企業
に貸借対照表 の提出を要 求した。 ロシアの企業 に投資 された外国資本は株主総
会で報告 された。後者 の企業 におい ては,会 計 と報告は本国 の会計慣習に従 っ
て実施 され,外 国語 で会計 と報告は組 織 された{8)。
た とえば,「シ イメンス ・シュケル ト」会社はベル リ ンの本国企業 の会計
慣習に よって ドイツ語で,「デイナモ」会社 は ロン ドン の企業 の会計慣習に
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よって英語 で,「 リィオ ンスキー クレジ ヅ ト」銀行はパ リーの会計慣 習 に よ
って フランス語で,そ れぞれ会計 と報告は実 施された。ただ し,納 税に さい
しては,ロ シア語に よる貸借対照表 と報告書が作成 され て,ロ シアの税務署
に提出 され た{9}。
また,革 命前 においては,徴 税 目的のための多少 とも詳細な経営 分析が部分
的 になされてい る。た とえば,1902/03～1906/07年に おけ るツァ ー ロ シ ァ
財務省 に よる商工企業 のバ ラ ン ス 分析,1905年の酒造企業 の分析 報告書 は有
名であ った⑩。
以上,ロ シア会計 の歴史 を疎画 して きたが,労 働運動や革命 の高揚 と共 に,
歪 曲され粉飾にみ ちた会 計報告書の作成に対 して厳 しい批判が お きた ことも忘
れ てはならない。周知の よ うに,レ ーニンは この批判 の先頭にた った。 レーニ
ンは,革 命後 のきたるべ き社会において企業の経営活動を厳密に反映しなけれ
ばな らぬ社会主義会計制度 を形成す る大前提に営業秘密の完全 な廃止がなけれ
ばな らない ことを見通 しなが ら,す でに革命前 におい て営業秘密の廃止を強 く
要 求 し資 本主義会計 としての ロシア会計 を科学的に批判 したのであるω。
〔正〕 ロシアの会計理論:革 命前の ロシアにおいては,勘 定理 論についての四
つ の理論的見解が存在 していた。
まず,1494年の イタ リアで発表 された ルカ ・パチ ョ リの簿記書か ら出発 し
た法的勘定 《npaBoBaAc"9eTHaHTeoplifl》が,1893年にバルデンベ ル グ 《∂.L
B朋b丑eH6epr》に よって紹介 された。 パチ ョリ の書物 の ヨ リ正確 な ロシア語訳
は,そ の後1913年にな ってバ ウエル ウ 《().O.Baygpy》に よってなされ たan。
ついで,ロ シアで前世紀に広 く普及 した理論は交換勘定理論 《MeHOBaAcqe・
TH朋Teop朋》 であ った。 この理論は,1888～1904年の間 「簿記」誌 《CqeTo・
BOACTBO》の編 集発行者であ ったボルフ 《A.M.Bo肪Φ》 に よって解 説 され,シ
ベル ス 《E.E.CvaBepc》の 「会計学汎論」(1901年)によって深め られたca。
さらに,ド イツのシ ェアに よ っ て展開された二 勘定系統理論(数学的勘定理
論)《TeopzanByxpfinoBcgeToB,瑚HMaTeMamqecKafi》は,シ ェアの主著
「簿記 と貸借 対照表」(1922年)のロシア語訳が1925年に出版 されて以来,ロ
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シアの会計 学者達 に大 きな影響 を与えた⑭。
そ して,論 理的勘定理論 《norHqecKaflcgeTHafiTeopMH》は,ス イスにお も
む く以前 ロシア に い た頃 の ゴンベル グ 《JLrOM6epr》が 「簿記」誌 に発表 し
た一連の論文 に よって発展 させ られた⑮。
こうしてみ ると,ロ シアの会計理 論は勘定理論を中心 とした理論 であった と
いえ る。
なお,会 計 の制度 と理論が西欧か らの導入 と紹介を主要 な潮流 としていた ロ
シアにおいて,た とえ計 算の複雑性のために実際 には採用 されなか った とはい
え,複 式簿 記を改 良した ロシア人 自身に よる新 しい簿記め考 案 も存在 しそいた
ことは注 目してお く必要があ ろ う。
新しい簿記 の考案は,エ ゼルAキ ー 《Φ.B;E3ePCKmb》の 「三重式簿記」ae
(1876年),シメレフ 《H.MMeneB》の 「新四重式簿記」an(1897年)の書物 で
蔽なされた。三重式簿記 は,記 帳を収入一支 出一残高,帳 簿を仕訳帳一元帳一
バ ランス,勘 定 を現金一資産一資本 で とい う原則か ら形成 さ れ て い る とい
う。 ・ ・'
〔皿〕 ロシアの会計教育:ま ず,1721年11月10日のピ ョー トル の命令 に よ
って,官 庁職員に数学 と事務を教 育す るための学級が設置 され,資 料 と帳 簿を
維持す るための教 育から ロシアの会計教育は始 まった。つ い で,1772年には,
モ スクワの大事 業家デ ミ ドフ 《n・A.刀eMUAoB》の資金に よって最初の商 業学
校(15年の教育過程で6歳時入学,イ タリア式複式簿記 と商業一般を教育)が 開設 さ
れた。学校は28年間存続 し,.その間に239人が入学 し た が,教 程 を完全 に終
了 した者はわず か46人であ った。卒 業者は首都ペ テルベル グで活躍 したas。
'19世紀の前半に は
,私 的資金 で設立 さ れ た商業専 門学校が広 く普及し,地
方の学校で も商業学 と くに簿記を教授す る学級が み られ,若 干の学校 では商 品
学 と簿記 の 「実習」学校 もでぎたGS。1
19世紀の最後 の30年代に は,商 業 と工業の ための会計担当者を養成す る個
人の商業養成所が設置 された。
tlた とえば,モ ス クワとペテルブル グにおけ るエ ゼ ル ス ク 《Φ.B.E3ePCK》
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の簿記講習所(1874年),ペテル ブル グにおけ るボル フ 《A.M.BonbΦ》の簿
記教室(1875年),ペテル プル グに おけ るイバアシ ィンツ ェフ 《n・0・MBaus-
vaHueB》の商業学級(1890年),ペテルブル グにおけ るパベデ4ン ス ク 《M・B・
no6eAHHcK》の学級(1897年),シベ ルス 《E.E.CHBepc》,ヤン ソン 《A・H・
只HCOH》な どの学級であ る側。
同時 に,簿 記 と商業の分野 での ヨ リ深い知識を与え る商 業専門学校が,オ デ
ッサに1861年に,ペ テル ブル グに1880年に,モ スクワに1885年に,ハ リ コ
フに1893年に,そ れぞれ設置 された⑳。
1896年4月15日に制定 された商業教育基本法はその後 の ロシ アにおけ る商
学高等教育を促進 させた。商 業研究所が,モ ス クワに1906年に,キ ェ フ に19
07年に,ペ テル ブル グに1915年に,ハ リコフに1911年に,そ れ ぞ れ設置 さ
れた。 この時期 よ り,ペ テル ブル グ大学 では商業簿記についての,ま た,ペ テ
ルブル グ鉱山学校 では工業計 算につ いての公 開講義 も始 まった口。
商業教育制度の発展は著 名な会計学者を輩 出させた。 と くに,会 計学院を設
置 して会計教育に貢献 し,1908～1916年にわ た って 「商業教育」誌 《KoMMep-
qecKoeo6pa30BaHMe》を編集 した シベ ルス 《E.E.CHBepc》と,貸 借対照表を
基礎 とした勘定理論 を主張 した ルンスキー 《H.C.JlyHCK砿》 は有 名で あ った。
ルンスキ ーの周囲には多 くのモス クワの教師が集 まったが,そ のなかに,ペ イ
ツマ ン 《P.9.Be旬MaH》(先のスタンス論文を批判したベイツマンの父親)が いた 。
ベ イツマンは1909年に ナデ ッサで 「簿記教程」を出版 したが,こ の書物は19
31年まーでに17版をか さね革命後において も広 く読 まれた。 こ の労作の続編 と
して,ベ イツマンは1936年に 「会 計学教程」 を出版 した㈱。
以上の よ うな会計教育が ロシアで実施 されて きた と は い え,20世紀初頭 で
は人 口の79%が 文盲であ った ことか ら も推察 され る様vea4,多く の人民は会
計から全 く疎外 され ていた ことを留意 しておかねばな らない であろ う。
これ までの考察 か ら,ロ シアでは西欧か ら導入 され た会計制度は詐欺破産の
防止,徴 税 目的,銀 行融資要件な どを契機 として商工企業や銀 行へ扶殖 されて
い ったが,そ の普及程度は主に大企業 に限定 されていた こ と田,会 計理論 は西
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欧の会計文 献の紹介を中心 とし勘定理論の段階 にあった こと,大 多数 の人民が
会計か ら疎外 され ている もとで,会 計教育は まず事業家や会計学者の私設学級
でその後 商業学校で実施 されて きた こと,を 知 ることが できる偶。
ところで,革 命後 の ソビエ トが ロシ.ア会計か ら何を継承 したかについては,
現在 までに ソビエ トで発表 され た会計史 の資料か ら二つ の具体的事実を指摘 で
きよ う。一つ は,先 にみた1909年のべ ィツマ ン の書物が革命後 に も出版 され
て ソビエ ト会計の形成 に役立 った ことである。 この事実は,ベ イツマンはル ン
スキーの弟子であ るので,貸 借対照表 を中心 とした勘定理論が革命後継承 され
た,と 考 え られ る⑰。 二つは,ロ シア時代に フランス式 と呼ばれ てい た簿記が
ソビエ ト会計の形態 として知 られてい る メモ リアル形態,ジ ャーナル ・オ ーダ
ー形態の形成に役立 った こ とであ る田。 なお,ロ シアにおいては,い わゆ る荘
園会計が一定 の発展をみたが,こ の会計の経験 は革命後新 しい農 業会計 の創出












(11)こ の 点rこ つ い て は,拙 稿,レ ー ニ ン と 会 計r経 済 』1970年4月 号,角 瀬 保 雄,レ ー ニ ソ の
「営 業 秘 密 」 廃 止 論 『経 済 』1973年6月 号,Φ.MvaxeeB,060xpaHe ,"KoMMepgecKoATath・
Hbl,,KanuTanHcTugecKHMIInPeAgPHfiTuflMH.《ByxranTepcKWhy竃{eT》No.2,1958,cTp.
18-23.ΦMHxeeB,B・H・JleHnHoKoMMepyecKofiTanHe.《SyxranTepcKWhygeT》No.11,
1968,CTP.7-12.を 参 照 。
(12)B.A.Ma3AopoB,VacTopH只pa3BHTHfl6yxranTepcKoroygeTaBCCCP.1972,cTp,
21-23.し か し,バ ル デ ン ベ ル グ と バ ウ エ ル ウ の ロ シ ア 語 訳 は パ チ ョ ヴ ¢)書 物 の 部 分 訳 に す ぎ な
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(24)レ ー ニ ソ は つ ぎ の よ うに い っ て い る 。 「人 民 大 衆 が 教 育,光 明,知 識 と い う 点 で,こ れ ほ ど
づ 　 　 む 　 ロ ロ 　
略奪を うけている野蛮国一 こうい う国は,ヨ ーロッパではロシア以外にひ とつ ものこ っ て い な
　
い」「Pシアでは読み書きのできるものが全部 で人 口の21%し かない こ と,ま た,学 齢 前の児
童すなわち9歳 未満の児童を除外すれば(人 ロから)27%になること を 計算し てい る」(文部
省の政策の問題について,1913年6月,SレPtニン全集』大 月書店版,19巻,134ページ)。
(25)ベイツマンによれば,簿 記は,ペ テログラー ド,モスクワ,ナ デ ヅサの大企業,ウ ラルの官
営工場,モ スクワ近郊の織物工場にのみ普及していたし,簿 記の法規は,商 業帳簿に限定されて
いた,と 断定 している(H.P.Be加MaH,OqepKHno6yxranTepcKoMyygeTyHaHanH3y.
1958,CTP.27.)o
(26)ロシア会計の ヨリ詳細な歴史については,森 川博,前 掲論文,真 下満,ソ ビ エ ト会計学第
10章1節,拙 稿,革 命前 の ロシア会計一 ソ ビ エ ト会計前Pt-一『日ソ経済調査資料』(目ソ協会
発行)第503号を参照。
(27)この点を理論的にみれば,勘 定形式,複 式記入,貸 借乎均の理に基礎をお くいわゆるバラン
ス理論が継承された,と も考えられ る。拙稿,会 計の歴史 『マル クス会計学』244-245ページ参
照。
(28)この点1こついて,ベ イツマソは,「ロシアでは17世紀にフ ラ ン ス式 と呼ばれる簿記が普及
し,そ れは20世紀の最初の1/4期'と部分的には革命後 も利用された。そして,こ のフラン ス 式
簿記を改造 してメモ リアル形態,ジ ャーナル ・オーダー形態とい うソビエ ト会計の形態を創出し
た」といってい る(H.P.Be触MaH,KfioぷroToBKeKypca``McTopHH6yxranTepc.KoroYqe・
Ta.st〈ByxranTepcKnky町eT》No.5,1976,cTp..72.)。
(29)この点について,ミ チ ューシキンは,「革命後には農業会計についての実践 も経験 もな に も
なかったJと い っている(T.C.MnTiorukllH,}131icToPHvaygeTa.《YqeTnφロHaHcblB
Konxo3axHcoBxo3ax》No.3,1975,cTp.40.)。
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な お,革 命 前 の 農 業 会 計 に つ い て は,M.6enoycoB,M3HcTopHHcenbcKoxo3兄ilcTBeHHoro
yueTaBPoccHk.《YgeTliePHHaHcblBKonxo3axHcoBxo3ax》No.3,No.4,1958.松尾
憲 橘,前 掲 論 文 を 参 照。
3。革命後のソビエ ト会計
つ ぎに,ソ ビエ ト会計の史実 を通 して,1917年か ら30年代初期にいた る ま
での革命後 の会計の諸問題 をみ てい こう。
〔1〕1917～1920年のソビエ ト会計1革 命後ただちに ソビエ ト権力 はジ資本主
義会計 としての ロシア会計の方法 と形態 を引き継 ぎなが らも,社 会主義生産 の
発展に照応 した新 しい機能を もつ会計 を再編成す る課題を もった。 この課題 を
解決す るために,人 民委員部,国 民経済会議 のそれぞれの官庁 と管理 局はジ企
業 と組織の経済活動を会計制度 で掌握す るたあの作業を精力的 に取 り組んだ。
(A)ソ ビエ ト権力初期におけ る会 計の組織 化 ソビエ ト権力初期におけ る
会計の組織化は以下の よ うであ ったω。
◎17年12月5日 の人民委員会議決定 「国家 管理委員部 幹事会 の形成 と内
容について」,「人民 委員会議におけ る国家管理 につ いての権限につ いて」に
よって,人 民 委員会 議機構 の中に会計組織化 の活動 が 始 まる。◎18年には
県 の会計管理委 員 会 の も と に 「特別会計指導 部局」 が設置 さ れ る。◎ 国
家管理人民委員部 の中に 中央国家経理部 が 設置 され(18年11月),共和 国経
済 の会計 に関す る上級 機関 とな り,① 共和国 の会計 ・報告 機関の活動 の統一・,
②貨幣 と財産の計算 の集約,⑧ 共和 国の年度収支会計報告書 の作成に従事す
る。◎18年7月27日 の ロシア共和 国人民委員部決定に よ り,私 営商工業企
業 に対 して仕訳帳 と財産 目録 の作 成を義務づ け,違 反に は罰金(3000ルrプ
ル),禁鋼刑(3ヵ 月以上)と し た。 ◎18年9月11日 の最高 国民経済会議決
定 に よ り,企 業の バ ラ ン ス と報告書を年4回,「 国民経済」誌 《HaPOAHoe
xo3曲cTBo》に公表す ることにな る。 のち(1922年)にこの公表 は年2回(1
月'1日,7月1日)「国民経済」誌 と 「経 済生活」紙 《EKoHoMngecKafi>Kva3Hb》
に よる と改 められ る。◎財務人民委員部 の経済研究所の も とに バランス と報
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告書の作成 のための特別 委員会が設置 され(22年2月),委員会は公表報告書
作成 の規程案 をつ くる(同年3月)。◎最高国民経済会議 の もとに も,国 家経
済機関,国 営企業,私 営企業のバ ランス様式案 を作成 す る協 議会が設置 され
る。協議会 には先の特別 委員会の委員 も参加 し,① 銀行のノミランス,② 最 高
国民経 済会議管轄下 の商工業のバ ランス,③ 株式会社 と合資会社 のバ ランス
の案を作成す る。◎ この案は官庁内相互間の協議会 で研究 され,① ソビエ ト
貨幣単位で作成 し年度末には財産を時価 で評価 し,② 会計期末を12月31日
とし年3回 バ ラ ン スを作成 し,③ 県(州)の 財産部を通 して報告書を作成 す
る,と い う規程 とな る。◎22年10月6日 の人民委員会議の決定に従 っ て,
財務人民委員 部貨幣単位管理局は特別規程 を作成 し,「国営企業に 引き渡 した
資本に対 して利子を徴収す る」 こ とに し,国 家資金 の正確な計算の組織化 と
生産物 の正確 な原価 計算の実施 の条件 となる。◎23年9月18日 の 「商業取
引の整備,商 業信用 の保 障そ して商工業企業 の正確 な報告書の作 成 の た め
に」 とい うソ連邦人民委員会議の法令が制定 され る。法令に よる と,①3級
の商企業 と4級 以下の工企業は現金帳簿,財 産 目録,商 品帳簿,元 帳を もつ
こと,②4級 と5級 の工企業 は上記 の帳簿の外 に原材料帳簿を もつ こと,③
5級の商企業 と6級 以上の工企業は複式簿記を採用す るこ ととし,さ らに,
①任意言語で記帳 して もよい,② 暗号記帳 の禁止,③ 帳簿 の統一,④ 会計期
間は1年 以内,④ 報告書の中で重要なのは バ ラン ス で あ る,こ とを規定す
る。法令は国営企 業,協 同組合企業,私 営企業 に適用 さ れ る。26年8月 の
新規程が制定 され るまで法令は存続す る。
以上 の会計史実か ら明 らかなよ うに,ソ ビエ ト権 力初期においては,な に よ
りも,企 業 と組織 の報告書様式 の作成 と報告書 の公表 とが重視 された。 報告書
様式の作 成作業は最高国民経済会 議な どを中心 にして進められ,企 業規模別に
帳簿作成 と複式簿記採用を義務づけた23年9月 の法令 として結実 したの で あ
る。 また,報 告 書の公表は,レptニンの教えを研究 して{2),18年9月の決定 と
して実施 された。決定は多 くの勤労者の聞に会計の役割を教 え経営活動へ の関
心を高め ることに意義が あった。
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大会は,ス トック商品の取引を整備す るため,倉 庫 での商晶会計 とその保全に
っいての規程 を作成すぺ きであ るとし,こ のための規程作成委員会が発足 し活
動 してい ったのである(5,。
なお,当 時 は 「戦時共産主義 期」 といわれ る時期 であ り,会 計 も混沌た る状
態にあ った。 多 くの人 々は ブルジ ョア科学 としての従 来の会計に偏見を抱いて
いた し,ル ーブルの価値 低下 のため貨幣計算を否定 して物量計算を主張す る論
者 も現われた。 しか し,会 計に対す る偏見は レーニンに よって執拗に否定 され
た ことは よく知 られてお り(6},また,ソ ビ エ ト権力は貨幣計算 と物量計算 の結
合 のみ ソビエ ト経済 を発 展させ る道 であるとし,ル ー ブル価値低下の もとでの
財産 の適切な評価 方法 が研究 されたの であ る{7}。
20年3月29目か ら4月5日 までの ロシア共産党(ボ)第9回 大会で は,経
済発展 と工業の個 々の部 門の生産 プ ログラムの調和が審議 され,同 時 に,工 業
の社会主義建設に とっての会計の意 義の重要性 が強調 され たt8)。以後,ソ ビェ
トでは この大会決議 に沿 って会計は組織 され てい くことにな っだ%
(1)B.A.Ma3八〇poB,McTopHHpa3BHTnH6yxranTepcKoroygeTaBCCCP.1972,cTp.53-56.
(2)レーニンは,勤 労者に理解しやすいように報告書を作成し公表することを強調し,「報告の要
旨,住 民の関心を もっとも引いている事が らの要 旨がかならず掲載されるような作業方法を確立
しなければならない」(全ロシア中央執行委員会の会議での,地 方の経済機関に つ い て の演説
1921年5月,rレー ニン全集』大月書店版,32巻,468ペー ジ),といっている。マズ ドロブによ




(4)20年春,ペ トログラー ド国民経済会議幹部会は,① 工場の原材料,製 品の会計委員会,② 労
働 と国防会議の全権委員会(赤 軍への必要物資の調達を任務とす る),③人民委員部の代表労働
者(物 資の運送を任務 とする)か らなる トロイカ方式による倉庫での財産計算を実施した。この
会計担当者は倉庫にある財産の一覧表を作成 し,一 覧表の資料は,原 材料の運送費やその他の経
費の資料 とともに,単 一の中央集中力rド 目録 で あ る 特別 カー ド目録に記帳 された。 この政策
は,十 分に成功しなか った とはいえ,倉 庫にある原材料,製 品などの会計を都市や県 とい う地域
別に集中しようとする一つの貴重 な経験で あ った と い わ れ る(B.A.Ma3AOPOB,MCTOPIIH
pa3BHTIifi6yxranTepcKoroygeTaB℃CCP.1972,cTp.61.)。
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(5)B.A.Ma3AopoB,TaM)Ke.,cTp.62.
(6)レー=ン は,「幾世紀 ものあいだ人民を抑圧し略奪する機関であった国家は,国 家的な もの全
体 にたいする大衆の この うえない憎悪 と不信 とを,遺 産 としてわれわれにのこした。……この よ
うなe遺 産』は,記 帳 と統制の問題 ……では とくにするどく現われる。・・…・解放されたと感じた
大衆が,物 資の生産 と分配を杢面的に国家的に記帳 し統制しなければ,勤 労者の権 力も勤労者の
　 　 の ゆ
自由もたもちえないし,資本主義のくびきのもとへの逆戻 りは避けられないということを一本か
　 　 　 ぼ 　 　 ロ の
らでなく,自分自身のソビエ トの経験によって一理解し痛感するまでにはどうしても一定の時間
ロ 　 　 　 コ 　
がかかるのである。…… ソビエ ト的な国家的統制 と記帳 とい う思想を大衆のなかに うえつけ るた
めの闘争,こ の思想を実現す るための闘争,衣 食の獲得を 『私的』な仕事と見,売 買をr私 だけ
に関係 した』取引きと見 る癖をつけてしまった,の ろわれた過去と関係をたつ ための闘争一 この
闘争は,世 界史的意義をもつ偉大な闘争であ り,ブ ルジ ョア的=無 政府主義的 自然発生性にたい
す る社会主義的意識性の闘争である」(ソビェ ト権力の当面の任務,1918年3～4月,eレーニン
全集』大月書店版,27巻,256ベー ジ),と強調 して,社 会主i義建設に不可欠な全人的な会計の
組織化に努力した(CM.B.UBarlkeBu9,B.H.JleHllHo6ygeTellKoHTpone.《ByxraflTepcKHti
ygeT》No.10,1967,cTp・15・)。
(7)国家管理人民委員部の中央国家経理部は,20年1月1目 現在の財産 目録バ ラン スの作成にも
取 り組み,貨 幣価値の落下のため財産 の評価を1912～13年の価格に よ る評価,財 産棚卸しを法
令施行 日から2ヵ 月内で実施すること,を 討議した(B.A.Ma3AopoB,HcTopnHpa3BnTHH
6yxranTepcKoroygeTaBCCCP.1972,cTp.63.)。
(8)『ソ連邦共産党史』,日本共産党中央委員会宣伝教育部訳(2),478ペー ジ。
(9)1917年か ら20年にかけての ソビエ ト会計のヨリ詳細な歴史については,拙 稿,ソ ビ エ ト会
計発達史一1917年～1920年一一『日ソ経済調査資料S(日 ソ協会発行)第532号を参照。
〔1)1921～1925年のソビエ ト会計:21年か ら25年にかけて は,国 内戦 と干
渉戦 の終結 と同時 に,ソ ビエ ト権 力は,ネ ップを採用 し経済の復興 に取 り組み,
工業 の トラろ ト化を実 施し,さ らに,通 貨改革に よって インフレーシ ョンを根
絶 し,ソ ビエ ト経済の重工業 化を課題 とした。 こ うした課題 に照応 して会 計の
整 備 と会計担 当者 の組織 化 と育成 がな された。
(A)会 計の改善 経済 の建設,食 料割 当を現物税に替え,ネ ップの移行を
討議 した21年3月 の第10回党大会は,会 計の分野 に も重要な影響を与えた。
以下,こ の事実をみ よ うω。
◎「ネ ップの原則 の実現について」の21年8月9日 付人民委員会議 の訓令
に よって,大 規模 な主要企 業を国民経済会議 とそ の地 方機関 を通 じての国家
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の直接 管理 とし,企 業へ採算原理を導 入す る。◎21年8月12日 付の労働 と
国防会議 の 「大工業の復 興 と生産 の向上発展に つ い て の施策の基本規程」
は,ト ラス ト形 態の工業 を採 算原理 で組織す ることを規定す る。◎ 「金融 と
資源 の配分の分野 におけ る国営企業 の権限の拡大につ いて」の21年8月16
目付人民委員会議 の法令 に よって,見 積 り融資方法は簡略 となる。賃金,原
料,基 本材料,補 助材 料,燃 料,設 備 と用具,建 設修繕活動,副 業,そ の他
の7項 目の支出見積 りが な さ れ,事 前管理を実施す る。◎22年に労農監督
局は大規模 トラス トの会 計を実態調査す る。その結果,ト ラス トでは,生 産
物の実際原価 は決定 されず,見 積 り支出 とノルマに もとつ く原価計算を実施
して い る こ と,ゴ ム製 品の原価計算は直接費 と経 費 とを基礎に して計算 さ
れ,経 費の比率は企業 では な く トラス ト行政に よって決定 され ること,多 く
の トラス トでは,期 首 バ ランスは作成 されず主要帳簿 もなか った こと,多 く
の企 業 では,生 産 物の原価は計算 されず価格 の設定 も想像的資料を基礎に し
た こと,が 判 明す る。◎ 当時,製 品 の評価問題は重要 であ り,革 命前か ら生
産 され ていた製 品は1912～13年の 「安定 した金 ルー ブ ル」 で評価 され,新
たに生産 され た製 品は計算 された費用 ある い は実際価格を1912～13年の金
ルーブルで再計算す ることで評価 され る。◎従来の 「ソフズナー ク」の存在
す るも とで,22年10月11日か らの 「チ ェルボ ーネ ツ」の発行は,会 計 と報
告を複雑にす る。22年11月,最 高国民経済会議の もと に工業指数の作成基
準を討議す る トラス トとシンジケー トの会議が開催され る。正確 な原価計算
のために役立つ指数 を作成 し採算原理 を守 るこ とを研究す る特別委員会を設
置す る。◎23年6月4目 最高 国民経済会議は,工 業 の会計実践 にお い て工
業 指数を利用す るためにそれを定期的に公表す ることにな る。 このため,23
年6月24日 付 の 「商工業新聞」 《TopnoBo一叩oMblulneHHaAra3eTa》(No.139)
紙上 に23年1月1日 か ら6月11日 までの全工業指数の変化 と国産工業原料
の指数 の変化を,23年12月15日付 の 「商工業新聞」(No.284)紙上にチ ェ
ルボーネ ツの工 業指数 を,それ ぞれ公表す る。 また,公 報 《610nneTeHb》(No.
17)にソフズナー クに よる指数 と並 行してチ ェルボーネ ツによる指数 も公表
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す る。安定価値計算へ の努力は通貨 改革 まで続 け られ る。◎22年4月6日,
最高 国民経済会議は 「簿記 と報告書 に関す る規程」 を認可す る。それは,勘
定 名称 と報告書形態 の統一,複 式 簿記に よる記帳 を決定 し,ト ラス トの会計
を整備す る。規程は,最 高国民経済会議 のすべての企業 と組織 では,認 可 さ
れ た勘定名称 の利用,合 同の管理局へ簿記計算を集 中す る。規定 された総合
帳簿,仕 訳帳,元 帳 の採用,材 料の評価法 の導 入を示す。 さらに,規 程は,
受 注 と製品供給は配分計画に よ って勘定 で考慮す る,フ ォ ン ドを固定 フ ォ
ン ド,流動 フ ォン ド,特 別 フ ォン ドに分類しそれ らを標準化す る,資 材の再
評価勘定を導入す る ことを も決定す る。規程 は23年4月10日 付の トラスF
法 に よって修 正 され る。 こ の た め,24年10月13日付の最高国民経済会議
の第39号訓令がで る。
以上 の史実か ら明らかな よ うに,ネ ップの採用 と共に,採 算原理を採用 した
大企業 の会計 と報告を整備す るこ と,イ ンフレーシ ョンのも とで安定価値計算
を実施す る こと,が この時期の会計の主要 課題 であ った。だが,'工業におけ る
会計 と報告が重視 された に もかかわ らず,革 命前 に工業会計の統一制度を欠如
していた こともあ って〔2},22年の労農監督 局に よる会計の実態調査でみ られ る
よ うに,会 計は経営 の基本的要求を満 してお らなか っだ3}。このた め,簿 記を
普及 し,統 一会計制度 を作 ることが必要 と な ・り,そ の努力は22年4月6日 の
規程 の制定へ とな ったのであ る。
(B)工 業 の トラス ト化 お よび通貨 改革 と会計22年 に最高国民経済会議 は
多 くの グラフキを廃 止して大 国営エ業を トラス ト化す る ことに した。そ して,
22年1月 末 までにす でに42の トラス トが組織 された。 また,最 高 国民経済会
議 の内部に中央経 理部が組織 され た。以下,工 業の トラス ト化に関連 した会計
史実をみ る と,つ ぎの ようであ るω。
◎22年5月,最 高国民経済会議 に よ っ て財務人民 委員部の会 計代表者会
議が 開催 され,国 営企業 の報告書の作成 を審議す る。◎22年7月20日 付の
「最高国民経済会議 にっいて」 の党決議 は,① トラス ト代表者の定期会議の
開催,② 独立採算制 の確立の促進〔5),③企業活動の単一計算方法 の確立 の促
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進,④ トラス トに短期信用 を授与す る・た め の工業銀 行の確立の促進,を 決
定 す る。◎23年4月10日,人 民委員会議 と全露 中央執行委員会は 「商業採
算制 に もとついて活動す る国営工 業企 業(ト ラス ト)につ い て」 の法令を認
可す る。法令は,① 経済単位を トラス トとす る,② トラス トに 「定款基金」
を与え 自主性を認 める,③ 損益を決定す るために簿記 と簿記報告書を正 し く
組 織す る,④ 利潤獲得 の基礎は トラス トの生産的商業的活動 である,⑤ 会計
法規一(、ア)10月1日か ら翌年 の9月30日 までを会計期 間 とす る,(イ)ト
ラス トの理事会 は会計年度後3ヵ 月 までに年 度報告書を作成 す る,(ウ)バ
ラ ンス と 「損益」勘定 は会計年度後6ヵ 月ま で に公表す る,(エ)年 度報告
書の作成 にさい しては全財産 を評価 し棚卸 しを実施す る,(オ)バ ラ ン ス項
目の評価方法は,商 品,証 券 につ いては低価法,建 物に つ い て は再調達価
額,固 定 資本を構成す る財産 につ いては取得価額,減 価 償却については定額
法でそれ ぞれ実施す る一を提示す る。◎22年12月23日～28日に は地方 国
民経済会 議,シ ンジケー ト,ト ラス ト工業局お よび総管理局の経理 部長の全
ロシア会議が開催 され る。会議では,① バ ランスの貨幣単位問題,② 組織問
題,③ 会計 の理論 と実践の問題を討議 し,社 会主義会計 の発展に とって大 き
な役割を果す。 ①の問題 の内容は,バ ランスは ソビエ トルーブル紙 幣で作成
し複式簿記を基 礎 とす る,バ ランスには貨幣単位低下 の時には評価経営勘定
で対比 し貨幣単位差 異勘定 で表示す る,チ ェル ボーネ ツとソフズナ ークの二
つの測定 をす る,こ とな どである。②の問題 の内容は,経 理部長 の責任,権
限,任 命そ して配転 な どの規程の作成,ト ラス ・トの経理部 と個 々の企業 の経
理部 との相互関係の決定,会 計 教育 と会計教科書の作成,な どである。
また,こ の時期 に一連 の通貨改革 を実行 して,ソ ビエ ト政権は インフレーシ
ieンを終息 させた。以下,こ の点 の史実をみ るとつ ぎの よ うである{6)。
◎22年10月11目,金10ル ー ブルに相当 し国立中央銀行か ら制限 され て
発行 された安定 した ルーブルであるチ ェルボ ーネツが発行 さ れ る。◎23年
7月11日,最 高 国民経済会議 は,訓 令385号を公布 し,期 末バ ラン ス をモ
ス クワ取引所のチ ェルボーネツ相場で作成す ること,チ ェルボーネ ツで帳簿
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記帳 をす る こと,記 帳方法は最高国民経 済会議 申央経理部で作成 された特別
指示に従 うこと,を 規定す る。◎24年2月14日,こ れ まで政府 が無制限に
発行 していた減価す るル ーブルで あ る ソ ブズナ ー クの発 行が停止 され る。
◎24年3月7目,ソ フズナー クを回収す る。通貨 改革は完 了す る。
,以上の史実か らわか るよ うに,大 規模な国営企業 の トラス ト化に と も な っ
て,経 済単位 としての トラス トの会計 と報 告を整備す る ことが,当 時の重要 な
課題であ った。それは トラス トの会計法規を も含んだ23年4月10日 付の法令
に よって実現 された のであ る。 また,イ ン フレーシ ョンを解 決す るためのチ ェ
ルボ ーネツの導入に よって経営活動 の成果 の正確な解 明が可能 に な っ た。23
年末 までには大半 の工業 と商業 の企業 はチ ェルボ ーネ ツに よって簿 記計 算を実
施す るにいた った。'通貨改革の実施に よって,会 計 は管理 と統制の重要な手段
とな り,こ の時点 か らバ ランスは企業め実 際の経営財政状態を反映で きるよ う
にな った。 さらに,通 貨改革 の実施の結果,バ ランス と報告書 の形 態を統一 で
きる条件がで きた。 バラ ン ス の形 態の統一 と会 計の統・一化は,24～26年の国
民 経済の個 々の部 門の総合バ ランス,ま た,連 邦,共 和国,地 方の工業の総合
バ ラソスの作成を可能に した。25年9月1日 には ソ連 邦国営工業 の総 合 バ ラ
ンスが印刷公表 された{7}。
(C)第12回 党大会 と会計 の発展23年4月,農 業 を基礎に し た重 工業 の
早急 な発展 の必要性 を強調 した ロシア共産党(ボ)第12回 党大会が 開催 さ れ
た。大会では,国 営工業生産物 の原価計算,統 一 簿記 の確立,安 定 した会計単
位 の設定,官 僚的 な報告制の改善 な どが重視 され,会 計 の 目標 とし て,「す ぺ
ての国営企業,そ して将来は国民経済全体 の統一の実質的バ ランスを作成す る
こと」であ ると規定 した⑧。大会決定 はレーニン的原則に もとつ いた社会主義
会計の発展に とって大 きな役 割を果 したが,そ の具体 化は国家機関や社会団体
に よって進め られた。 以下,そ の史実をみ るとつ ぎの よ うである{%
◎23年3月,会 計担 当者,統 計家,経 済学者か らな るロシア技術 団体 モスク
ワ支部の経済活動計算部局 が成立す る。 そ こでは,会 計の理論 と実践 の諸問
題 を取 り扱 い,と くに,低 下す る貨幣単位の もとでの会計 とバランスの評価
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方 法,諸 機 関の規程 の作成を研究す る。◎23年10月最高国民経済会議中央
経理部の もとに,ト ラス ト,シ ンジケー トの会計担 当者代 表者会議が開催 さ
れ る。◎24年 には会計分野で党の指示を実現す るた め の会計担 当者協会が
形成 され る。 同年6月 には,こ の協 会の もとに,① 科学方法論委員会,② 科
学 調査委員会,⑨ 科学編 集委員会 とい う三 つ の委員会が設置 され る。協会
は,会 計の理論,原 則,技 術 の普及につ とめ,簿 記 と原価計算の個 々の問題
を討議す る。◎24年9月 には トラス5,シ ンジケ ー ト,最高国民経済会議
お よびその他の経済機関 の会計担 当者の全連邦大会が開催 さ れ る。大 会 で
は,① 固定 フ ォン ドと流動 フ ォン ドの棚卸 し と評価,② 将棋盤形 の報告 バラ
ンスが討議 され,25年10月1日 に新たに棚卸しを実施 す る こ とを 決定す
る。 ◎25年7月,最 高国民経済会議 の トラス ト,シ ンジケー トの 会計担 当
者会議が設 置 され る。
以上の会計史 実か ら,こ の時期には,現 場の下 か らの会計担 当者に よる会計
諸 問題の討議 カミ大規模に展開 され た こ と,そ して,24年3月 には,最 初の会
計担 当者協会 が成立 した ことOO,を知 る ことがで きる。
こ うして,21年か ら25年にかけては,ネ ップ,工 業 の トラス ト化,通 貨改






〈3)当時,良 質の会計 と報告への要求が緊急のものとなっていたに もかかわらず,所 によっては,




紙でつ ぎのようにい った。「トラス トや企業カミ独立採算制を基礎としてい るのは,ま さに,そ れ ら
自身でそれ らの企業が欠損 しないことに責任を もち,し かもまった く責任を もつた め だ」(財務
人民委員部へ,1922年2月,rレーニン全集S大 月書店版,35巻,603ページ)。































ラウダ」紙 に最高国民経済会議議長 ドゼルジンスキー 《¢.9.A3ep>KvaHCK"th》
の 「国家機関 の活動の改善について」 なる論文が発表 され,報 告書の内容 と
作成 の改善 を訴え る(3)。◎26年8月5日 か ら10日にか けて国営工 業の会計
担 当者 の全連邦会議が開催 され る。会議 は,材 料,半 製 品お よび商品の会計
に関す る基 本規程,独 立採 算制機関の労働 と賃金に関す る基本規程,勘 定相
互関連 の ヒナ型,年 度報告書 とバ ランスの作成 に関す る基本規程,年 度報告
書 とバ ランスの形態 を承認す る。◎上記の全連邦会議 の決定 に もとついて,
最 高国民経済会議はつ ぎの よ うな指令をだす。①独立採算制機関の労働 と賃
金 の会計に関す る規程(26年8月30日),②バ ラ ン ス作成規程(26年9月10
日 労働 と国防会議認可),③材料,半 製 品お よび商品の会計に関す る規程(26
年9月17日),④勘定相互関連 ヒナ型 の導 入 く26年10月1日),⑤年度報告書
とバ ラン ス の新形態 の導 入(26年10月1日),⑥23～26年間 の最高国民経済
会 議の現行指令を排除 し,26～27年間の報告 資料一覧表 を提 示 す る(26年
19月22日)。バランス作 成規程 では,商 品,材 料 の残高の評価 は 「低価法」
を採用 し,価 格差異の処理 も規定す る。年度報告書 とバ ランスの新形態の導
入は報告量を いち じるし く削減す る。◎26年11月9日,ソ 連邦人民委員会
議は 「商工業企業 におけ る簿記 の義務的実施 につい て」 の決議を採択す る。
決議は,5等 級以上 の商企 業 と7等 級 以上 の工企業 は複式簿記 を採用す るこ
と,訂 正は責任者 の署名 で確認す ること,帳 簿 の外 に カー ド,リ ス トを利用
して もよい こ と,を 規定す る。◎26年12月29日,商 業人民委員部 は 「商
工業企業におけ る簿記実施 規程」を承認 し,複 式簿記を採用 した企業にたい
して カー ド会計 を許可す る。◎27年4月30日,中 央執行委員会 とソ連邦人
民 委員会 議は 「国営機関,協 同組合組織お よび国家資本 と協 同組合資本を も
った株式 会社に おけ る報告書 の公表方法 について」の決 議を採択す る。決議
に よって,報 告量 は削減 し,報 告書 の形態は簡単にな る。 また,報 告書は管
轄内報 告書 と管轄外報告書に 区分す る。 国営機関 と協 同組 合機関 は報告書を
特定 の公 報の外 に新聞やそ の他 の掲示に よって公表す る。 この ソビエ ト企業
と組織の活動 の公 開に よって生産管理 への広範な勤 労者 の参加を 呼 び か け
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る。◎27年10月20日,労 働 と国防会議は 「報告書 の公表を義務 と し た国
営企業,協 同組合企 業お よび国家資本が優位 であ る株式会社 におけ るバ ラン
スの作成 とバランス項 目の評価に関す る規程」を承認す る。規程 は,バ ラン
ス項 目の評価法,若 干 の経費 と支出の記帳法,新 装備,設 備補充,大 修繕 の
費用 の計算法 などを規定す る。
以上の会計 史実か ら,ま ず,経 営過程を可能 なか ぎ り正確 に反映 できるよ う
に会計 と報告を改善 し,そ の改善に よって未利用 の余力,蓄 積源泉お よび資金
の節 約を摘 出で きるよ うに した こと,つ いで,経 営 の管理 と計画化に必要 な会
計 資料を確保 し,会 計 と報告をその質の向上,量 の削減,簿 記費用 の廉価を基
準 として合理的 に再編成 した こと,を 知 ることが できる。
(B)第1次5ヵ 年計画お よび独立採算制 と会計 ソビエ ト の党 と政府は経
済 の工業化 との関連 で工業 の基本的環 である工業企業 の強化に注意 を払 った。
このため,工 業企業 の組織原則,管 理方法,資 金 の分与,企 業活動の計画化 と
財務制度お よび上級機関やその他の独 立採算制機関 との決済方法等を明確にす
ることが必要 とな っ た。 また,27年12月 に開催 された全 ソ連邦共産党(ボ)
第15回大会 は国民経済発展 の最初の5ヵ 年計画作成 に関す る指示 を出 し た。
この計画作成 は会計 と報告の改善を必要 とした。以下,こ れ らに関係す る会計
史実 をみ るとつ ぎの よ うである{4}。
◎中央執行委員会 とソ連邦人民委員会議 は27年6月29日 に 「国営工業 トラ
ス トに関す る規程」を承認す る。規程 は,国 営工 業 トラス トを 自主的 な経営
単位 で特 別の定款に もとついて組織 され計画課題 に応 じた商業採算制原則 で
活動す る国営工業企業 であ る,と す る。 また,定 款資本の外に,予 備資 本,
減価償却 資本,企 業拡大資本,労 働者 ・勤務員生活改善基金を もつ こと,ト
ラス ト組織内の個 々の企業は企業長に よって管理 され ること,企 業 の年度生
産財務計画,生 産物引 き渡 し期間,貨 幣資産 や材料 の調達額,ト ラス ト管理
部 と企業 との決済方法は企業長に よって決定 された のち トラス トが承認す る
こと,等 を規定す る。◎27年10月4日,最 高国民経済会議 は,ト ラス ト傘
























工業5ラ ス トについての会計と報告の整備が実施され た こと,ついで,29年
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(C)原価計 算の改善 す でに,22年か ら23年にか け て,最 高国民経済会
議 は現場 で原価計算を組織 す る ことの指 令をだ し て い た。例 えば,23年7月
19日の指令は原価計算形態 につ いての内容を提示 し て い た(5[。また,24年か
ら25年にかけて,企 業におけ る原価 計算の実態調査がな された{6}。と ころで,
工 業化の ための資金 を確保す るに必要な原価の引き下げは原価計算の改善を一
層 おしすすめなけれ ばな らな くな った。 以下,こ の点 の会計史実をみ ようC7}。
◎25年に原価計算業務の改善が開 始され,多 くの工業部門の特別規則 を 作
成す る。◎25年3月15日 付 の最高国民経済会議指令 で多 くの工業部門に原
価 計算に関す る協議会 の召 集を決定す る。22の工 業部 門(た とえば,金属 金
属加工,化学など)に29の 協議会が設置 され る。協議会 で は,① 報告原価計
算の正確性,② 調達 と生産 の会計資料 の確保,③ 全工業における原価計算の
比較,④ 原価 計算 と簿記の結合,⑤ 国民 経済の計画化 のための経済 分析の確
保,⑥ 未来費用の事前計 画を討議す る。 ◎協議会 には,人 民委員部労農監督
局,ゴ スプランお よび全 ソ連邦労働組 合中央会議 の代表者 も参加 し,討 議成
果 をふ まえて,最 高国民経済会議はつ ぎの指示をだす。 ① ガス工業におけ る
原価計算形態 を27年10月1日 か ら採 用 す る(27年7月14日付指示),②14
の工業部門(金 属 化学等)に お け る原価計算報告書の量を削減す る(28年
10月の指示),金属加工業 では,生 産上の屑物 の会計 と屑物か らの損 失を製品
に配賦す る方法,全 工場費 と職場費の配賦方法を指示す る。③経常修 繕,大












以上の原価計算 の改善 と並行 して,会 計報告書 の一 層の改善についての作業
が,人 民委員部労農監督局,国 立会計専 門家研究所お よび会計担当者協会を中
心に して実施 され た。そ して,29年8月2目 には,重 要 な工業部門に お け る
会計 と報告に関す る最初の統一 され た 訓令(人 民委員会議労農監督局認可)が で
た。 それ は極 めて精細 な訓令 であ って,例 えば,金 属工業 に つ いて は,勘 定
計画,生 産 会計,会 計 と報告書 の形態,統 計 な どを規定し た。29年 に,人 民
委員会議労農 監督局 は,新 し い報告 書形態 の採用結果を調査 し た が,結 果 は
改善 され,報 告量 の削減は簿記 費用を2160万ルーブル節 約 し た こと を 示 し
た⑧。
こうして,26年か ら29年にかけ て,ソ ビエ ト経済の工業 化の発展に対応 し
て,工 業部門におけ る会計 と報告は整備 ・再編成 され,工 業生産物の原価計 算
の改善が なされてい ったのである。
(1)工 業 発 展 の た め の 資 金 蓄 積 の 必 要 性 を 強 調 し て,総 会 は,「 こ の 課 題 は,党 が 節 約 ・倹 約 の 厳
し い 方 式 を す ぺ て の 側 面 で 実 行 し,法 外 な 非 生 産 的 費 用 と の ゆ ず る こ と の な い 闘 い を 保 障 す る こ
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化を一層必要 とした。 このため,経 済組織間 の信用制度を改革 し,ま た,企 業
と金融機関,企 業 と国庫 とのそれ ぞれ の関係を改革す る ことにな った。以下,
信用改革 と税制改革についての史実をみ るとつ ぎの ようであ るω。
◎ ソ連邦人民委員会議 と中央執行委員会 は30年1月30日 に 「信用改革につ
いて」 の決定を制定す る。改革は,流 動資金の経済 機関へ の供与,社 会 セ ク




た勘定(貸付金,当座借越,特別貸付金)は取 り除か れ る。◎信用改革との関




















以上 の史実か ら,ま ず,信 用改革に よって企業間の信用 関係は廃 止 され,信
用関係 は ゴスバン クを通 して実施 され る ようにな った こと,従 って,ゴ スバン
クの会計は レーニンが主張 した 「全国的な簿記」 の意義 を もつ ように な った こ
と{2},つぎに,税 制 改革 に よって,独 立採 算制機関 と国家予算 と の関係 は改善
統一 され た こと,そ して,こ れ ら二つ の改革に対応 した会計 と報告の整 備がな
された こと,を 知 る ことが できよ う。
(B)統一 国民経済計算 の組 織 化 す でに,24年12月9日 と26年1月20
日付の最高国民経済会議指令 で各種 の計算が分断 されてい ることが指摘 され,
その統一が叫ばれ ていたが具体化 され るにはいた らな か っ た。だが,30年代
にはい ってか ら,簿 記計算,統 計計算,経 営計算を単一の制度に結 合す る統一
国民経済計 算の組織化が具体 的に実践 されてい った。以下 は この会計史実 であ
る(3)。
◎第16回党代表者会 議 で簿記計算,統 計計算,経 営計算 の統一 と三つ の 計
算 を相互に関連 させた報告制度の確立 とが強調 され る。◎30年1月23目,
ソ連邦人民 委員会議 と中央執行委員会は ゴスプラン と中央統計局 との合流 を
決定 し,簿 記 と統 計の再編成に着手 す る。◎31年5月9日,ソ 連邦人民委
員会議 は 「会計 と統計活動 の組織 化 に つ い て」 の決議 を採択す る。決議 は
「会 計 と統計 は国民経済計画の作成 とその遂行 の点検 の最 も重要な用具 であ
る。それ らは国民経済 の全部門における独立採 算制の確立 のために組織 され
ねば ならない」 と規定す る。決議に従 って,ゴ スプランの内部に国民経済計
算 セン ターの設置,官 庁 と社会組織に会計統計専門センターの設置,労 組へ
の呼応計画 の実施の呼びかけ,を 実行す る。◎決議を具体化す るために,31
年7月24日 付 の最高国民経済会議指令 は,全 連邦合同 と トラス トに会計 と
報告の業 務を指導,点 検,分 析す るための独 自の管理局の設置 を命ず る。◎
◎31年1月12日 付の最高国民経済会議指令に よって工業 の報告書は根本的
に新 し くな る。指令 は,報 告書は 「全体 としての工業あ るいは個 々の部門の
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(コルホーズ)の 出現は,新 しい農業会計の統一 を必要 とした。 まず,ソ フ ホー
ズの会計をみ る とつ ぎの よ うである(%
◎30年に労農監督局人民委員部は 「ソフホーズにお け る会計 と報告書」 と
い う参考書を 出版 し,会 計帳 簿の模範形態 を示す。◎31年 に農 業人民 委 員
部 は,生 産物 原価計算に関す る基本規程 と統一勘定計画を作成す る。 これに
よって,農 業植物栽培費用は,畑 作,牧 草,菜 園,園 芸な どの個 々の部門別
に計算し,畜 産 費用は,家 畜 の年齢に関係 な く畜産 の種類別に計算す る こと
になる。 この計算法 は1955年まで継続す る。
つ ぎに,コ ル ホ■…ズの会計をみ るとつ ぎのよ うである。19年頃の ア ル テ リ
の会計方法 は決算については貨幣計算 で労働 については標準賃金に よってなさ
れていた。23年には分 配は均等を原則 とし,コ ルホ ー ズ簿記(単 式と複式)の
研究が始 まる。25年か らは,単 式 簿記の普及,労 働の質 と量を考慮 し た 作 業
日の採 用 もなされ てい ったt7)。しかし,コ ルホーズ の会計は農 業の集団化の進
展 と共に30年代初期 よ り一層発展した。そ の会計史実 は以下 の よ うである㈲。
◎29年10月,農 業人民委員部,中 央統計局等 は コルホーズのために四つの
簿記形態を設 定す る。四つの簿記形態 とは,① 簡 易単式簿記(収 入は コル ホ
ーズ全体で計算する),②完全単式 簿記(収 入は生産部門別で計算 す る),③簡 易
複式簿記(収 入は元帳で計算する),④完全複式簿記(収 入は諸勘定を利用し複写
カードで計算する)を 指す。だが,設 定 された これ らのことは30年 の指 令 で
取 り消 され る。 ◎30年2月26日 と3月19日 付 の ソ連 邦人民 委員会 議 の決
定に もとついて,農 業人民委員部,ゴ スプ ラン等 は新 しい指令 で,コ ルホー
ズの財産 とコルホーズ員の労 働の計算を義務づけた簡 易単式 簿記のみを採用
す ることを規定す る。◎31年3月,ソ 連邦第6回 ソビエ ト大 会 は 「コルホ
ーズ建設について」な る決議 で,コ ルホーズ所得 の配分方法 とコル ホーズ員
への支払 方法(作 業 目で評価された出来高給)を 明記する。 ◎33年 には農業人
民委員部 は,「コルホーズ簿記 と複式簿記 で コルホーズ会計 を組織す る こと
につ いて」の指令で,① 大規模 コルホーズは複式簿記をでき るだけ採用す る
こと,② 作業 日に よるコルホ ーズ員の労 働計算をす ること,⑧ 生産 費は実際
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費用 と計画費用につい て部門別 に計算す ること,を 規定す る。
(2)商業におけ る会計の発展{9)商業におけ る会計 と報告は,24年5月9日
付 の ソ連邦人民委員会議 と中央執 行委員会 の 「ソ連邦国内商業の人民委員部 と
加盟共和国の人民委員部 の形成 について」 の指令 と関連 して組織化された。指
令に よ り,商 業に対す る指導は全 ソ消費組 合中央連合によってな され,協 同組
合のために簿記の模範 勘定科 目が作成 された。 その後,商 業人民委員部は,28
年に商業費 と諸掛費の名称を確認 し,32年に流通費の統一名称 を設 定 し た。
また。30年代初期に,商 業に おけ る合理 的計算形態 も出現 した。
(3)建設業におけ る会計 の発Ptoo第1次5ヵ 年計画に お い て建設産業が
独 立部門にな るにお よん で,基 本建設 の会計に対して注意が払 われ るよ うにな
った。29年9月10日 付 の最高国民 経済会議 の指令 は,工 業企業か ら基本建設
バ ランス と基本活動 バ ランス とい う二つのバ ラ ン ス の提 出を要求 した。30年
には全 ソ連邦建設業合同が設置 され,工 業会計 から建設会計の分離がすすみ,
建設 業におけ る会計は,全 ソ連邦建設業合同 とソ連邦財務人民 委員部 の指導の
もとで,整 備 され てい った。
農業,商 業お よび建設業におけ る会計 と報告の発展は以上の よ うであ る。
(E)会 計の機械 化 ソビエ トでは,第15回 党大会(27年)で会計 の機械化
が最初に決議 されてか ら,ア メ リカよ り計算機を購入す ると同時に国産 の計算
機 も出現 し,ま た,29年4月 の全連邦党協議会 で再 び会計 の機械化が 重 視 さ
れたが,会 計 の機械 化が 本格的に展開 され るにいた ったのは,つ ぎの史実 より
わか るよ うに,30年代初期におい てであ ったω。
◎30年7月22日,ソ 連邦労農…監督局人民委員部は管理技術研究所 の 「会計
技術 の合理化につい て」の報告 を承認す る。◎30年か ら31年にかけて,国
営計算機工場 の組織 化の準備が開始 され る。◎31年8月28日 付 ソ連邦人民
委員会議決議 は会計 の機械化を一層お しすすめ ることを決定 す る。 ◎32年
3月14目付労働 と国防会議決議は計算機生産工場 の全連邦合同を組織 す る
ことを決定す る。㊥32年 には,若 干の企業や国民経済 の一部門におい て 会
計の機械化の全面的 な実験が な され る。 その後,計 算機が大企業 で採用 され
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る。◎32年7月29日 には重工 業人民委員部 内部に 「オ ル グ マ シ ウチ ヨー
ト」《OprMarllyqeT》が設置 され る。
以上が30年代初期 におけ る会計 の機械 化についての史実 である。
(F)会 計主任 につ いての規程 会計主任 の権限 と義務を法規化 し よ うとす
る活動 は,す でに,23年4月10目 付の トヲ ス トに関す る法令,23年8月20
日付の最高国民経済会議の訓令 でみ られ た。 と こ ろ で,28年8月9日 付 の ソ
連 邦人民委員会議決 議 「会計主任 の権限 と義務に関す る規程」 は,会 計主任 と
企業長 の相互関係を明確にし,会 計主任 は企業 におけ る簿記 と報告を正確 に実
施す る ことに対 して責任 を もつ と規定 した。 この課題を解 決 す る た めに,30
年 代初期 につ ぎのよ うな諸 規程 が制 定 された⑫。
◎ ソ連邦人民委員会議 は,32年9月29日 に,「社 会化 された部門の 施 設 と
経済組織 におけ る会計 主任の権 限 と義務 について」 を決議す る。決議 は,①
会 計主任 は簿記機関を指導す る,② 財務 ・予算 ・見積 り基準を順守 し,正 し
い会計 と報告に責任を もつ,③ 簿記の組織 化に対 し責任を もつ,④ 書類に署
名 して確認す る,等 を明記 し,会 計主任 は企業長 の もとにおかれ るが,会 計
の実施方法や報告書の作成 については上級機 関に 従 う こ と,会 計主任 の任
命,解 任,更 迭は企業長の推 挙に よって上級機 関に よって決定 され る こと,
会計主任 と企業長 との意見不一致は上級機 関に よって解決す ること,を 明記
す る。◎決議を発展 さ せ て,重 工業人民委員部 は32年12月28日に,① ト
ラス ト(合同)の ため の会計 主任 の規程,② トラス トまたは合 同の構 成 に は
い る生産企業(建 設業)の ための会計主任 の規程を 承 認 す る。◎33年2月
27日,重工業人民委員部の内部に中央経理部を設置す る指令が でる。
以上が会計主任 の規程についての30年代初期におけ る会計史実 であ る。T
(G)社 会主義会計理論の形成 統一国民経済計 算の組織化 とな らん で,社
会主義会計 としての ソビエ ト会計の確立の も う一つ の メル クマールである社会
主義会計理論 の形成 は,社 会主義建設期 におけ る会計分野 での イデオ ロギー闘
争 を通 じてな された。そ の史実は以下の ごと くであ った口。
◎当時,ブ ルジ ョアイデオ ロギ ーに支 えられ た スコラ的 ・形式 的な会計理論
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が存在す る。 そ れ は,「絶 対バ ランス理論」,「動態 と静態 の法則」,「経営 エ
ネル ギー維持 の法則」,「バ ランス不変性 の法則」,「総体理論」 な どの見解 で
あ り,企 業の利益計 算を会計 の課題 とする。◎他方,そ れぞれの理論家は,
ソビエ ト会計に対す る新 しい理論研究を開始する。 キパ リソフ 《H.A.KMna・
pvaCOB》は科学体系 におけ る簿 記の地位 を 「厳密な政 治経済学」 と規 定 し,
ガラガン 《A.M.FanaraH》は簿記を独 自の科学 と考え,「個 々の経営概念 は
国民経済概念 よ り非常 に明確 であるので,簿 記の結論 は政治経済学の結論 よ
り正確 である」 と主張 し,ル ダノフス キ ー 《A.rLPyAaHOBCK"fi》は簿記の
測定 原理 はいかな る環境の もとで も同一 であ ると考 え,会 計 の超歴史的見解
を主張し,右 翼 目和見主義者(パ アザロフ 《B.A.Sa3aPOB》等)は バ ラ ン ス を
偶 像化し,社 会主義制度 は資本主義 と同様に危機に直面 していると考 えて,
現 実あ るいは均衡 の解 明は バランスの助けをか りてのみ可能 であると主張す
る。以上 の理論研究 は社会主義会計 の理論形成に役立 た ず。◎30年に会計
担 当者 の全連邦代表 者会議が 開催 され,社 会主義社会 におけ る会計 の役割 に
対す る小 ブルジ ョア的見解 を批判す る。会議 は,こ れ までに発行 され ていた
「経理知識」誌 《CqeTHaAMblcnb》と 「簿記」誌 《CqeToBoztcTBo》を 「社会
主義会計 のために」誌 《3aCOIIMannCTIigeCKMvaygeT》に統一す ること,農 業
会計を扱 う雑 誌 「簿記 必携」 《CnyTHzKcqeToBoAcTBa》を発行す る こ と,を
決定す る。 これ らの雑 誌は会計分野におけ るブルジ ョア思想に対す る闘争 と
農業会計 の普及に役立つ。◎32年4月6日 付の 「プラウダ」紙 の主 張 は,
「会計 に注 目しない こと,会 計 の組織化 と整 備についての実際の活動 を しな
い ことは……実践におけ る 日和見主義 の悪 い一 例であ る。全人民的会計 を組
織す る ことは全 ソ ビエ ト機関 と全 ソビエ ト社会の問題である」,と強調す る。
◎会計担 当者協会は,大 衆 の自主的な全連邦協会を組織 し,① 社会主義会計
の組織化に専門家 と共に多 くの労働者を引き入れ ること,② 単一の国民経済
計算制度を作 る こと,を 基本課題 とす る。◎ この時期 には,経 営分析,建 設
会計,商業会計,機械化会計についての文献が多数出版され,同時に,会計
担当者を養成する経済学部が設置され,また,ソ連邦科学院経済研究所には
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博士課程 が組織 され る。
社会主義会計 の理論形成 とそれに関連 した会計史実は以上の よ うであ った。
(H)資 本主義会計の経験の批判的摂取 生産 の科学,技 術,組 織について
の資本主義諸国 の経験を研究 して批判的に摂取せ よとい うレーニ ンの遺 訓に も
とつい て⑭,ソ ビエ トではその実践が30年前後に試 みられた。その史実 はつ ぎ
のよ うであ ったo%
◎26年7月 に は,ア ムステルダムの国際会計会議に ソビエ ト代表 団が 参 加
し,会 計 の諸問題を討議す る。◎29年 のニ ューヨー クの国際 会計士会 議 に
ソビエ トの会計担 当者代 表団が参加し,フ ォー ド自動車工場 な ど21社の ア
も
メリカ企業 で簿 記 と原価計算の組織 を調査す る。代表団は帰途 パ リーの会計
機 展示 会を訪れ,ま た,ド イ ツの6社(ク ルヅプ,シe-…メンスなど)を見学す
る。◎ 代表団は帰国後,資 本主義会計の経験,と りわ け 原価計算 の成果を
摂取す る提案 をす る。 そ れ はジ ョーブラー ク 《M.X.>Ke6paK》に よる 「標
準原価」 の導入 で あ る。38年出版 の 「生産 の計画 ・ノ ル マ 会計 の基礎」
(第2版)でジ ョPtブラ 一ークは,ア メ リカの 「標準原価」 《CTaHJzaPT-KOCT》と
ソビエ トの 「ノルマ会計」《HopMaTHBHb由yqeT》とは異な ることを強調 し つ・
つ,社 会主義の計画 ・ノルマ会計を確立す る※。 .◎30年代 には,ド ィ ッのシ
ュマーレンバ ッハ,フ ランスの レオテ ィとギルボーな どの ブルジ ョア会計 の
労作が翻訳 出版 され る。
以上が資本主義 会計 の経験 の批判的摂取 の史実であ る。
こうして,30年代初期には社会主 義会計 のため の 実 践 的 ・理論 的諸問題 は、
一応 の解決をみ るにいた り,つ いに,第1次5ヵ 年計画 の中頃か ら 「資 本」 な
る用語 は 「生産 フ ォン ド」 なる用語に漸次 お きかえられ,資 本主義 の残 津を示
す 旧式 の会計用 語 もバ ランスか ら取 り除かれ,社 会主義経済 の条件 に照応 した、
バ ランス形式が完成 したロ⑤。
そして,国 民経済 の二大部門 である工業部 門 と農業部門におけ る社会 セ クタ
ーの確 立 と発展 に対応 して,工 業 では 「収支 バ ランス」 と呼 ばれ る工業企業の・
財務表 の作成(39年7月22日人民委員会議付属経済会議確認)と,農 業 では35年
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の 新 しい農業 アルテ リ模範定款 の採用後 コルホーズ簿記形態 の 制 定(39年1月
31目人民委員会議決定)が お こな わ れ た。収支 バ ランスの作成に よって,計 画
年度 間の企業 の資金 の需要合計 とその全財源 を計算 し,工 業全体 の資金循環 の
全 景を把握 し,そ の うえで企業財政 と国家予算 との収支 のつなが りを明確にす
る ことがで きるよ うに な った⑰。 また,コ ルホーズ簿記形態 とし て,① 貨幣所
得3万 ル ープル以上 の コルホーズを除 き30農家世帯以下の コルホーズ に は簡
略 簿記を,② 貨幣所得10万 ルーブル以上の コル ホ 一ーズを除 き30～100農家世
帯 の コルホe-・・ズに は単式簿記を,③ 貨幣所得10万 ループル以 上 で100農家世
帯以上 の コルホーズに は複式簿記を,そ れぞれ制定 した領。 ここにいた っ て,
工 業 と農業におけ る会計制度 は確立 し,そ れ を基礎に して会計史上初の社会主
義生産関係を端的に反映 した統一 国民経済計算制度が完 成 し胞,こ の時点 で社
会主義会計 としての ソビエ ト会計 は確立をみたのである。
《1)B.A.」鳩a3双opoB,McTopthspa3BHTvafi6yxranTepcKoroygeTaBCCCP.1972,cTp.104-
107.
《2)この点について,レ ーニンはつ ぎのようにい っている。「大銀行は,社 会主義を実現するため
にわれわれに必要で,し か も,わ れわれが資本主義からできあが った形で引 きつ ぐ 「国家機関」
である。しか も,こ こでのわれわれの任務は,こ のすば らしい機関を資本主義的にかたわにして
い るものを切 りす てて,そ れをもっと巨大な,も っと民主主義的な,も っと包括的なものにつ く
りかえることに す ぎ な い。……すべ ての郷,す べ ての工場に支店を もつ単一の,も っとも巨大
な全国的銀行一そ れ は,す でに10分の9ま で社会主義的な機関である。それは,物 資の生産 と
分配 との全国的な簿記,全 国的な記帳で あ る。こ れ は,い わぽ社会主義社会の一種の骨格であ
る」(ボリシェヴaキ は国家権力を維持できるか ～1917年10月,rレー ニ ン全集』大月書店版,
26巻,96ページ)。
(3)B.A.Ma3AopoB,TaM)Ke叩cTp.108-112.
《4)当時の模様を 『ソビエ ト共産党史』はつぎのよ う1こ指摘している。「ソビエ トの国は,資 本主
義国家が外債の供与を拒否 したので,こ れに期待をかけることはできなかった。古い工場の装備
がえ と新しい工場の建設のために,国 内で資金を見つける必要があった。……必要な ことは,資
金蓄積源をた くみに利用し,き びしい節約方式を実施し,不 生産的な支出をな くし,法 外にふ く
れあが った機関の定員を縮小し,貯 蓄された資金を国の工業化に投資す ること だ け で あった」
(rソ連邦共産党史S日 本共産党中央委員会宣伝教育部訳,第2分 冊,594-595ページ)。
《5)B.A.Ma3AopoB,TaM》Ke.,cTp.112-115.


















こ の 点 に つ い て,レ ー ニ ン は つ ぎ の よ うに い っ て い る 。 「巨 大 資 本 主 義 は,住 民 大 衆 を 搾 取
`
するとい う条件のもとでは,少 数者の有産諸階級が勤労者を奴隷化し,彼 らから労働力 と血 と神
経の追加量を搾 りとる最悪 り形態である,そ うい う労 働組織 の体系をつ くりだしたが,労 働組織
のこの体 系は,同 時に,'生産め科学的組織の最新 の到達点であ り,社 会主義 ソビエ ト共和国が見
ならわなけれぽならない ものであ り,また,一 方では生産にたいするわれわれの記帳 と統制を実
施するために,さ らに他方では労働生産性を向上 させ るために,ソ ビェ ト共和国が摂取 しなけれ
ばならないものである」(論文 『ソビエ ト権力の当面 の任務』の最初の案文,1918年3月,rレー
ニン全集』大月書店版,42巻,65ページ)。また,「ソビエ ト共和国は,こ の分野 で の科学 と技
術の成果のうちの貴重なものはすべて,ど うしてもみならって自分のもの としなけれ ば な ら な




(16)古い会計用語を社会主義の新しい会計用語に取 りかえる際,ス トル ミリγ《c.「.CTPYMHnHH》
のつ ぎの労作が貢献 した とY・われる。.09epKvacoBeTcKoileKoHoMHKu.1930,KnepegTpoitKe
6y'xranTepcKoroygeTa.1934.(B.A.Ma3AopoB,V4cTopHfipa3BHTuA6yxraATepcKoroygeTa
BC(ICP.1972,cTp.136-137.)。
(17)収 支 バ ラ ン ス の 内 容 は,ア ケ ン チ ェ フ 《B.Φ.AKeHTbeB》の 「工 業 企 業 の 財 務 計 画 」 〈1940
年)《 ΦHHaHcoBblVannaHnpoMblnMeHHoroロpe胆pH兄丁朋 》 な る 書 物 で 紹 介 さ れ た 。
(18)T・C・MuTK)mKuH,H34cT・pHHyqeTa・《yqeTHtPMHaHcblBK・nx・3axHc・Bx・3ax》N・・'
3,1975,CTP◆40.
(19)タ ト「 ル 《C.K.TaTYp》4‡,「国 民 経 済 計 算 は 社 会 主 義 社 会 の 生 産 関 係 に 完 全 に 立 脚 し た 会
計 発 展 の新 し い 段 階 で あ る 」 と い っ.てい る(OpraHll3allufiHapoムHoxo3姐cTBeHHoroygeTa
BcoqllaJIHcTHgecKoMo61叫ecTBe.19S5,cTp.7.)。
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4.お わ り に
これ までの考察 から,革 命後 の ソビエ トにおい ては社会主義建設 の各時期め
諸 問題に照応 した会計 の諸問題 を適切 に解決 しなが ら,統 一国民経済 計算制度
の確立にむけ て会計 と報告 は整備 されてい った ことが明らか に な っ た。 ここ
で,1917年の10月社会主義革命 から1930年代初期 までの ソビエ トに お け る
ロシア会計 の継 承 ・改編過程=ソ ビエ ト会計 の創 出 ・形成過程 の分析か ら,最
後 に,社 会主義会計のあ り方につ いての一般原則 とその ソビエ ト的特質 とを若
干摘 出 して結び としたい。
まず,ソ ビエ ト会計の形成 ・創出にあた っては,社 会主義 のもとでの会計に
ついての レーニンの考 えが大きな指針 とな ってい ることを知 らねぽ ならない。
周知の よ うに,レ{ニ ンは社会主義建設 と会計 との関連についてい くつか の原
則を示 した。 レーニンは,「社会主義 とは会計である」(1)といい き り,社会 的生
産 と分 配のあらゆ る過程 を計画的に組織す るために会計を重視 し,し か も,営
業秘密の廃止を前提 とした ガラス張 りの会計を主張 した。そ して,会 計 の課題
として,ソ ビエ トにおけ る社会主義建設の具体 的歴史的条件に応 じて,社 会主
義財産の保全,節 約方式 の遂行,生 産余 力の発見,収 益性 の向上,独 立採算制
の強化 および原価引き下 げをあげた。 さらに,社 会主義会計 を組織す るには,
大衆人民 の思想性,意 識性 を高め,そ れ に依拠 した会計制度を作 ること,で き
るだけ下か ら全人民的 な会計を組織す ること,会 計業務に全人民 を参加 させ,
会計 の大衆性を重視す る こと,会 計 の明瞭性,簡 略性,正 確性お よび真実性を
重視す る こと,を 指摘 しだ2)。こうした会計 の レーニン的原則に もとつ い て,
基本的 には,ロ シア会計 は ソビエ ト会計へ と転化 したのであ り,こ の レーニソ
的原則 こそ社会主義会計 のあ り方についての一般原則 とい えるのである。
つ ぎに,ロ シア会計か ら ソビエ ト会計への転 化の過程 での ソビエ ト的特質に
ついては二つの事柄 を指摘 しえる。 一つ は,ロ シア会計 を継 承 ・改編 し統一国
民経済計算制度 の一構成 要素 としての ソビエ ト会計 が創造 ・形成 され るまで,
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ソビェ トでは約20年 とい う長期の年月を必要 とした こと,で あ る。 これ は,
革命前における ロシア会計 の普及程 度が極 めて低 く,継 承すべ き資本主義会計
が ほ とん ど無に近か った こと,に よる ものと考 え られ る。 しか も,一 国社会主
義建設 とい う厳 しい困難 な環境の もとで新 しい社会 主義会計制度を ソビェ ト自
らの努 力で創造形成 してきた ので ある(先 進資本主義諸国からの会計技法の批判的
摂取は30年以後である)。この ことから,「統一 さ れ た」資本主義会計制度がす
でに現存 し,し か も電算機が採用 され てい る高度に発達 した資本主i義国におけ
る将来 の社会主義会計へ の道は,ソ ビエ ト会計への道 と対聴的 な過程 をた どる
と推定 され る。二 つは,革 命前 ロツ アにおい ては,多 数の人民は会計 から疎外
されてお り,こ のため,革 命後 の ソビエ トでは 「ブルジ ョア専 門家」を活用 し
て会計 の組織化が開始 され た こと,で あ る。 革命後には,多 数の会計担当者が
人民 の中か ら次 第に輩出 されて きた とほい え,そ れ で も会計知識を もった人材
の不足に ソビエ トは悩 んでいる。 この ことか ら,会 計教 育は広 く普及 し,多 数
の勤労者は会計知 識をす でに もってい る高度 に発達 した資本主義国におけ る将
来の社会主義会計 の道 では,ソ ビエ トのよ うな悩みは少 ない と推定 され る。
もとよ り,以 上みた社 会主 義会計 のあ り方についての一般原則 とソビエ ト的
特質については今後 ヨ リ深 く究明してい く必要があ る。 その際,ま ず,ソ ビエ
トにおけ る社会主義建設 と社 会主義経済 の発展に応 じて,ソ ビエ ト会計制度 の
具体的 内容が どの よ うに変遷 してい ったか を ヨ リ詳細 に考察 す る こ と,つ い
で,革 命前 の ロシア と異なる政治経済 的条 件を もつ ソビエ ト以外 の社会主義諸
国 では,社 会主i義会計制度は どのよ うに創造形成 され てい ったかを考察 し.各
国 の社会主義会計制度 の比較検討をす る こと,が 重要 であ る。
ともあれ,現 在 までに入手 できた革命前の ロシア会計 と30年代初期 ま での
ソビエ ト会計 の資料か らの史実を もとにした ロシア会計か ら ソビエ ト会計への
転 化は,以 上 のよ うな特徴 を もってい るのである。






論文は,ま ず,1929年以前に ソビエ トでは 「標準原価」に類似した計算方法がすでに研究 され
若干の工場で採用 されていた こと,そ して,ア メリカの国際会計士会議(29年9月9～16日)に参
加した ソビエ ト代表団の帰国後の調査報告書か ら 「標準原価」概念の うち差異分析のみを借用 し
て,従 来の研究 と実践を一層発展 させ てソビエ ト独 自の 「ノルマ会計」をつ くりあげ た こ と な
ど,資 本主義会計の経験の批判的摂取 の経過が明らかにされている。
本稿は社会主義経営学会第2回大会(1977年4月5～6日
の企業をめ ぐる諸問題」のもとで報告したものである。
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